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十
月
十
二
日 

神
輿
渡
御
祭

　
　

 

十 

日 

例　

祭

七
月
二
十
九
日 　

「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」二
十
八
日
よ
り

「
人
形
」受
付・祓
所
参
拝

　
　
　

午
後
六
時
よ
り
九
時
ま
で

「
夜
の
市
」開
催

　
　

水
無
月
祭
実
行
委
員
会
奉
仕

こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
の

平
成
二
十
年

 

夏
季
秋
季
行
事
の 

ご 

案 

内

七「
茅
の
輪

ぐ

」二
十
八

七七
月
二
十
二
十
九
日
九
日

七
月
二二
十
九
日
九

こ
んん
ぴぴ
らら
ささ
んん
のの

　

本
殿
両
脇
の
斎
庭
に
は
一
対
の
燈
籠
が
あ
り
ま
す
。

青
銅
製
で
緻
密
な
細
工
が
随
所
に
施
さ
れ
た
六
角
燈
籠

で
、
笠
・
火
袋
・
台
座
を
は
じ
め
、
通
常
円
形
が
多
い

「
竿
」
と
呼
ば
れ
る
柱
部
分
ま
で
す
べ
て
が
六
角
に
統

一
さ
れ
た
珍
し
い
形
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

竿
の
部
分
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
刻
字
が
あ
り
、

　

 

本
殿
南
側
の
燈
籠
の
表
に
は

　
　

 

『
奉
献 

従
五
位
下
周
防
守
京
極
氏
源
高
備
』

　

 

本
殿
北
側
の
燈
籠
の
表
に
は

　
　

 

『
奉
献 

従
五
位
下
備
後
守
京
極
氏
源
高
聰
』

　

 

両
方
の
裏
に
は

　
　

 

『
文
政
七
甲
申
年
六
月
』
　
　

と
あ
り
ま
す
。

　

当
社
御
鎮
座
を
実
行
さ
れ
た
七
代
藩
主
京
極
高
備

（
た
か
ま
さ
）
公
と
次
男
高
聰
（
た
か
と
し
）
公
の

名
前
で
奉
献
さ
れ
た
貴
重
な
燈
籠
で
、
笠
や
火
袋
部

分
に
は
峰
山
京
極
家
の
家
紋
「
角
立
て
四
ツ
目
」
を

頂
い
て
い
ま
す
。

　

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
は
御
鎮
座
の
文
化
八
年

（
一
八
一
一
）
か
ら
十
三
年
後
と
な
り
ま
す
。
創
建

間
も
な
い
こ
の
頃
は
境
内
整
備
が
徐
々
に
進
め
ら
れ

て
お
り
、
同
年
に
は
境
内
参
道
正
面
に
あ
る
大
鳥
居

も
世
話
人
の
奉
献
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
長
年
の
風
雪
に
よ
る
痛
み
も
は
げ

し
く
、
細
工
や
部
材
が
欠
落
破
損
し
て
い
ま
が
、
二

百
年
も
の
間
、
震
災
を
も
乗
り
越
え
て
御
本
殿
の
最

も
近
く
に
佇
み
、
見
守
り
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
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金
刀
比
羅
神
社
二
百
年
祭
奉
賛
会

 
 
 
 
 
 
 

会 

長 
 

吉 
 
 

村 
 

孝 
 

道

　

昨
年
、
金
刀
比
羅
神
社
責
任
役
員
総
代
会
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
は
か
ら
ず

も
奉
賛
会
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
神
社
創
建
よ

り
二
百
年
と
い
う
歴
史
を
考
え
ま
す
と
そ
の
与
え
ら
れ
た
責
務
の
重
大
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
十
三
年
よ
り
準
備
委
員
会
が
発
足
し
、
尾
瀬
委
員
長
、
藤
田
委
員
長
ご
歴

任
の
も
と
で
境
内
整
備
事
業
を
中
心
に
見
事
完
遂
さ
れ
、
そ
の
後
を
引
き
継
ぐ
形

で
奉
賛
会
を
組
織
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
会
で
は
、
金
刀
比
羅
神
社
御

鎮
座
二
百
年
祭
に
奉
賛
し
、
実
質
的
に
当
年
の
祭
礼
を
始
め
諸
行
事
を
執
行
し
て

ま
い
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
整
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
御
社
殿
群
や
神
域
を
、
盛

大
且
つ
意
義
の
あ
る
祭
礼
を
行
う
こ
と
で
後
世
へ
と
伝
え
て
い
く
こ
と
が
本
会
の

趣
旨
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
金
刀
比
羅
会
総
会
に
お
い
て
、
二
百
年
祭
奉
賛
会
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
事
業
内
容
並
に
執
行
予
算
計
画
を
ご
審
議
い
た
だ
き
、
い
よ
い
よ
実
際
の
活

動
へ
始
動
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
資
金
は
金
刀
比
羅
会
組
織
を
中
心
に
峰
山

町
内
の
当
社
氏
子
崇
敬
者
に
あ
た
る
会
員
の
皆
様
を
中
心
に
、
内
外
の
ご
関
係
各

位
に
も
幅
広
く
ご
奉
賛
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
奉
賛
活
動
は
実
行
委
員

会
が
担
う
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
一
方
二
百
年
の
大
祭
及
び
奉
祝
記
念
行
事
な
ど

は
、
運
営
委
員
会
を
組
織
し
、
広
く
意
見
を
蒐
集
し
な
が
ら
具
体
案
を
計
画
し
執

行
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
て
も
、
明
治
四
十
四
年
の
御
鎮
座
百
年
に

は
当
神
社
の
象
徴
と
も
い
え
る
石
段
を
完
成
、
昭
和
三
十
六
年
の
百
五
十
年
祭
で

は
、
戦
後
当
地
最
大
の
行
事
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
盛
大
な
も
の
で
、
峰
山
町
各
町

が
祭
礼
に
参
画
し
秋
の
例
祭
神
輿
巡
行
を
執
行
さ
れ
た
ほ
か
、
新
地
花
街
を
中

心
に
し
た
綺
麗
ど
こ
ろ
が
大
勢
集
っ
て
奉
納
行
事
を
行
う
な
ど
、
丹
後
一
円
か

ら
各
種
団
体
や
有
志
が
こ
ぞ
っ
て
行
わ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
先

代
宮
司
の
も
と
で
行
わ
れ
た
百
八
十
年
祭
は
、
讃
岐
の
金
刀
比
羅
宮
か
ら
い
た

だ
い
た
御
幣
を
象
徴
に
、
神
社
縁
起
に
因
ん
だ
御
稚
児
行
列
を
執
行
す
る
な
ど
、

都
度
毎
に
歴
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
計
画
で
は
、
平
成
二
十
三
年
当
年
の
四
月
大
祭
の
折
に
　

御
鎮
座
記

念
大
祭
を
、
十
月
の
例
祭
の
折
に
記
念
の
神
輿
巡
行
を
執
行
す
る
予
定
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
の
大
祭
を
柱
に
様
々
な
奉
祝
記
念
行
事
を
執
行
で
き
れ

ば
と
考
え
て
お
り
、
大
祭
諸
行
事
を
含
め
計
画
段
階
か
ら
よ
り
多
く
の
皆
様
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
運
営
委
員
会
に
祭
行
事
部
門
を
担
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
度
き
り
の
記
念
行
事
を
あ
ま
り
に
盛
大
に
行
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
二

百
年
を
期
に
後
世
に
長
く
伝
え
ら
れ
る
祭
典
や
行
事
な
ど
が
創
り
出
せ
な
い
か

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
一
案
で
は
、
百
八
十
年
祭
で
讃
岐
よ
り
頂
き
、
今
日

ま
で
御
本
殿
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
御
幣
を
、
二
百
年
祭
に
は
皆
様
に
ご
の
ご

神
威
を
お
頒
か
ち
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
地
で
久
し
く
続
い
て
お
り
ま
す
厳
し
い
世
情
の
な
か
、
奉
賛
活
動
を
は
じ

め
種
々
の
お
願
い
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
存
じ
ま
す
が
、
是

非
こ
の
記
念
の
大
祭
を
通
じ
て
、
京
丹
後
の
発
展
の
機
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、

力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

こ
と
を
　

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
百
年
祭
奉
賛
会 

大
祭
執
行
へ
向
け
て 

事
業
開
始

　

六
月
十
二
日
金
刀
比
羅
回
総
会
席
上
で
二
百
年
祭

奉
賛
会
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
事
業
・
予
算
の

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

吉
村
会
長
の
下
、
金
刀
比
羅
会
評
議
員
ま
で
が
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
事
業
内
容
や
奉
賛
活
動
を
担
う

こ
と
と
な
り
、
大
祭
執
行
を
含
む
祭
行
事
は
、
今
後

各
方
面
の
有
志
を
募
っ
て
運
営
委
員
会
を
組
織
し
て

執
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
年
後
に
控
え
た
記
念
大
祭
に
向
け
、
い
よ
い
よ

本
格
的
な
事
業
実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

御
鎮
座
記
念
式
年
大
祭
　

奉
幣
祭
 

 

　

平
成
二
十
三
年 

四
月 

十
日
（
日
）

　

御
鎮
座
記
念
大
祭
 

 

 

　
　

御
鎮
座
記
念
日
二
月
二
十
三
日
を
新
暦
に

　
　

換
算
し
四
月
大
祭
に
斎
行
 

 

　

　

金
御
幣
頒
布
 
 

百
八
十
年
祭
の
象
徴
と
し
て
、
讃
岐
か
ら

頂
い
た
御
幣
を
　

二
百
年
祭
で
は
各
戸
へ

頒
布
し
ご
神
威
を
頒
つ
。
奉
賛
者
に
は
神

札
立
て
を
記
念
品
と
し
て
渡
し
、
神
前
に

は
奉
幣
者
奉
名
簿
を
掲
げ
る
。

 

 

 

記
念
例
祭 

神
輿
大
巡
行
 

 

 

　

平
成
二
十
三
年 

十
月 

八
・
九
・
十
日

　

神
輿
奉
舁
巡
行
　

町
内
屋
台
総
出
動

 

 

 

奉
祝
奉
納
行
事
 

 

 

　

祭
典
時
の
奉
祝
行
事
を
含
め
、
年
間
を
通
じ
て

　

様
々
な
行
事
の
開
催
 

 

　

お
茶
会
　

奉
納
展
示
会
な
ど
　

各
種
団
体
か
ら

　

開
催
し
て
も
ら
う
。
 

 

 

 

記
念
事
業
 

 

 

　

奉
賛
者
芳
名
額
　

記
念
誌
作
製

予 

算 

額
　

壱

千

五

百

萬

円 

  

記
念
大
祭
執
行
へ

       

ご
協
力
の
お
願
い

の
下
、
金
刀
比
羅
会
評
議
員
ま
で
が
実
行

や
奉
賛
活
動
を
担
う

三
年
後
に
控
え
た
記
念
大
祭
に
向
け
、
い
よ

本
格
的
な
事
業
実
施
の
運
び
と
な

ま
し
た
。

運営委員

担当副会長

祭行事部長

選抜メンバー

峰　翔　会

紅葉祭実行委員

水無月祭実行委員

町内外協力者

他有志

選

紅

水無

町
 実行委員（総財務担当）

金刀比羅会　評議員　40 名

準備委員会　委　員　

二百年祭奉賛会組織図 顧　問
髙　田　　　一
藤　田　兵一郎
平　田　富　義

副　会　長

錦　織　　隆　 井　上　　敏   山　本　　優

　（財務担当）　   （総務担当）　　 （祭行事担当）

荻 野 秀 忠  中 江 克 樹

敬称略

副部長副部長副部長

部 長部 長部 長
中　山　　　力稲　葉　悦　男

 森 行 雄　

山本喜与志

西　垣　徳　彦

祭行事部総 務 部財 務 部

会長・実行委員長

 吉　村　孝　道

副　会　

敬称略

実行委員会

会
長
の

会
を
組の

下

金
刀
比
羅
会

組
織
し
、
事
業
内
容運営委員

顧　問
髙　田　　　一
藤　田　兵一郎
平　田　富　義

運営委員会

奉　賛　者


